
(57)【要約】

【課題】大口径のウエーハを確実に乾燥できるようにす

る。

【解決手段】温純水がオーバーフロー状態に流入、流出

しているディップ槽（１）の上方に、乾燥チャンバー（

２）を設ける。この乾燥チャンバー（２）内には上記デ

ィップ槽（１）から引き上げられた直後のウエーハを約

１５０°～４００℃に加熱するヒーター（７）と、該チ

ャンバー内をＮ2雰囲気にするようＮ2ガス噴出ノズル（

９）が設けられている。また、ディップ槽（１）の直上

には、オーバーフロー面から発生する水蒸気が上記乾燥

チャンバー（２）内に上昇しないよう水蒸気凝縮手段が

設けられている。オーバーフロー面から出たウエーハは

、ヒーター（７）により高温に加熱され、ウエーハ面の

水分が表面張力により分離し、パーティクルの付着して

いない状態に乾燥される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 温 純 水 が オ ー バ ー フ ロ ー 状 態 で 流 入 、 流 出 す る デ ィ ッ プ 槽 と 、 ウ エ ー ハ を 保 持 し て 該 デ
ィ ッ プ 槽 に ウ エ ー ハ を 浸 漬 す る よ う 昇 降 可 能 に 設 け た ア ー ム と 、 該 デ ィ ッ プ 槽 の 上 方 を 囲
む 乾 燥 チ ャ ン バ ー を 有 し 、 該 乾 燥 チ ャ ン バ ー 内 に 上 記 デ ィ ッ プ 槽 か ら 引 き 上 げ ら れ た 直 後
の ウ エ ー ハ を １ ５ ０ ° ～ ４ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る ヒ ー タ ー と 該 チ ャ ン バ ー 内 を Ｎ 2雰 囲 気 に す
る よ う Ｎ 2ガ ス 噴 出 ノ ズ ル を 設 け 、 上 記 加 熱 に よ り オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 発 生 す る 水 蒸 気
の 上 昇 を 抑 え る よ う 上 記 デ ィ ッ プ 槽 の 直 上 に 水 蒸 気 凝 縮 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ウ
エ ー ハ 枚 葉 引 き 上 げ 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 水 蒸 気 凝 縮 手 段 は 、 水 蒸 気 抑 え 板 と 該 水 蒸 気 抑 え 板 の 下 面 に 設 け ら れ 冷 却 液 が 循 環
す る 冷 却 コ イ ル を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ー ハ 枚 葉 引 き 上 げ 乾 燥 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ウ エ ー ハ 製 造 工 程 や デ バ イ ス 工 程 で ウ エ ー ハ を 洗 浄 後 に 乾 燥 す る 乾 燥 装 置 に
係 り 、 特 に 大 口 径 の ウ エ ー ハ を １ 枚 づ つ 乾 燥 す る よ う に し た ウ エ ー ハ 枚 葉 引 き 上 げ 乾 燥 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ウ エ ー ハ は 、 種 々 の 工 程 で 洗 浄 、 乾 燥 さ れ 、 そ の 乾 燥 方 法 に は 、 複 数 枚 の ウ エ ー ハ を カ
セ ッ ト に 収 納 し て 行 う バ ッ チ 式 と 、 １ 枚 づ つ 乾 燥 す る 枚 葉 式 が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 具 体
的 な バ ッ チ 式 方 法 と し て は 、 ス ピ ン ド ラ イ ヤ ー 乾 燥 、 Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ ー 乾 燥 、 高 温 石 英 槽 内
で の Ｎ 2乾 燥 、 真 空 加 熱 Ｎ 2置 換 乾 燥 、 引 き 上 げ 乾 燥 等 が あ り 、 枚 葉 式 と し て は 回 転 乾 燥 、
Ｉ Ｐ Ａ ベ ー パ ー 乾 燥 、 真 空 加 熱 乾 燥 等 が あ る が 、 現 在 の よ う に ウ エ ー ハ の 口 径 が ３ ０ ０ ｍ
ｍ と い う よ う に 大 口 径 化 し て く る と 、 特 に パ ー テ ィ ク ル の 付 着 の な い 高 度 な 乾 燥 と し て 、
引 き 上 げ 乾 燥 が 望 ま し い と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 引 き 上 げ 乾 燥 方 法 は 、 ウ エ ー ハ を 温 純 水 槽 に 浸 漬 し 、 該 槽 か ら 引 き 上 げ 、 そ の 後 に 乾 燥
チ ャ ン バ ー 内 で 加 熱 す る が （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 加 熱 温 度 が 低 く 、 ま た 加 熱 に よ
っ て 温 純 水 槽 か ら 発 生 し た 水 蒸 気 が 乾 燥 チ ャ ン バ ー 内 に 上 昇 す る と 確 実 に ウ エ ー ハ を 乾 燥
で き な い お そ れ が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ８ － ８ ２ ２ ８ 号 公 報 （ 請 求 項 ２ 、 第 ２ 図 、 第 ４ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 解 決 課 題 は 、 口 径 ３ ０ ０ ｍ ｍ と い う よ う な 大 口 径 の ウ エ ー ハ を パ ー テ ィ ク ル 等
が 付 着 し な い よ う に 確 実 に 乾 燥 で き る よ う に し た ウ エ ー ハ の 枚 葉 引 き 上 げ 乾 燥 装 置 を 提 供
す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 温 純 水 が オ ー バ ー フ ロ ー 状 態 で 流 入 、 流 出 す る デ ィ ッ プ 槽 と 、 ウ エ ー
ハ を 保 持 し て 該 デ ィ ッ プ 槽 に ウ エ ー ハ を 浸 漬 す る よ う 昇 降 可 能 に 設 け た ア ー ム と 、 該 デ ィ
ッ プ 槽 の 上 方 を 囲 む 乾 燥 チ ャ ン バ ー を 有 し 、 該 乾 燥 チ ャ ン バ ー 内 に 上 記 デ ィ ッ プ 槽 か ら 引
き 上 げ ら れ た 直 後 の ウ エ ー ハ を １ ５ ０ ° ～ ４ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る ヒ ー タ ー と 該 チ ャ ン バ ー 内
を Ｎ 2（ 窒 素 ガ ス ） 雰 囲 気 に す る よ う Ｎ 2ガ ス 噴 出 ノ ズ ル を 設 け 、 上 記 加 熱 に よ り オ ー バ ー
フ ロ ー 面 か ら 発 生 す る 水 蒸 気 の 上 昇 を 抑 え る よ う 上 記 デ ィ ッ プ 槽 の 直 上 に 水 蒸 気 凝 縮 手 段
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ウ エ ー ハ 枚 葉 引 き 上 げ 乾 燥 装 置 が 提 供 さ れ 、 上 記 課 題 が 解 決 さ
れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ 、 ア ー ム に 保 持 さ れ て デ ィ ッ プ 槽 か ら 引 き 上 げ ら れ た ウ
エ ー ハ は 、 引 上 げ 端 が オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 出 た 段 階 で ヒ ー タ ー に よ り １ ５ ０ ° ～ ４ ０ ０
℃ に 加 熱 さ れ る の で 、 ウ エ ー ハ の 熱 伝 導 に よ り 水 面 と ウ エ ー ハ 表 面 の 温 度 が 高 温 に な り 、
ウ エ ー ハ 表 面 に 表 面 張 力 が 発 生 し て 水 が ウ エ ー ハ か ら 分 離 し ウ エ ー ハ は 乾 燥 す る 。 ま た 、
乾 燥 チ ャ ン バ ー 内 が Ｎ 2雰 囲 気 に な っ て い る の で 、 ウ エ ー ハ の 表 面 に 自 然 酸 化 膜 が 発 生 し
な い よ う に で き る 。 さ ら に 、 上 記 加 熱 に よ り オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 水 蒸 気 が 発 生 し て も 、
デ ィ ッ プ 槽 の 直 上 に 水 蒸 気 凝 縮 手 段 が 設 け ら れ て い る の で 、 該 水 蒸 気 を 凝 縮 さ せ て 上 昇 し
な い よ う に で き 、 ウ エ ー ハ を 乾 燥 チ ャ ン バ ー 内 で 確 実 に 乾 燥 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 し 、 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） と そ の 上 方 に 設 け ら れ た 乾 燥 チ ャ
ン バ ー （ ２ ） を 有 し 、 該 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） に は 約 ４ ０ ° ～ １ ０ ０ ℃ 、 好 ま し く は ５ ０ ℃ 程
度 の 温 純 水 が オ ー バ ー フ ロ ー 状 態 で 流 入 、 流 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 乾 燥 チ ャ ン バ ー （ ２ ） 内 に は 、 ウ エ ー ハ （ ３ ） を 保 持 し て 上 記 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） に
浸 漬 さ せ る よ う 昇 降 可 能 な ア ー ム （ ４ ） が 設 け ら れ て い る 。 該 ア ー ム （ ４ ） は 、 １ 枚 の ウ
エ ー ハ を 起 立 状 態 で 保 持 で き る 形 式 の 種 々 の 構 造 を 採 用 す る こ と が で き る 。 図 １ に 示 す 実
施 例 で は 、 図 ２ に 図 示 す る よ う に 、 上 方 が 開 口 す る 略 Ｕ 字 形 に 形 成 さ れ た ア ー ム 本 体 （ ５
） を 有 し 、 該 ア ー ム 本 体 の 適 所 に ウ エ ー ハ （ ３ ） の 周 縁 が 嵌 着 す る 溝 を 有 す る 受 ロ ー ラ （
６ ） を 複 数 個 設 け て あ る 。 該 ア ー ム （ ４ ） は 、 図 示 を 略 し た 駆 動 装 置 に よ り 昇 降 し 、 搬 送
ア ー ム （ 図 示 略 ） で 乾 燥 チ ャ ン バ ー に 送 ら れ て き た ウ エ ー ハ を 上 昇 位 置 で 受 け 取 り 、 降 下
さ せ て 上 記 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） に 浸 漬 す る 。 そ の 後 、 下 記 す る よ う に 上 昇 し な が ら ウ エ ー ハ
を 乾 燥 さ せ 、 上 昇 位 置 で ア ン ロ ー ダ ウ エ ー ハ 搬 送 機 （ 図 示 略 ） に ウ エ ー ハ を 受 け 渡 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 乾 燥 チ ャ ン バ ー （ ２ ） 内 に は 、 上 記 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） か ら 引 き 上 げ ら れ た 直 後 の ウ
エ ー ハ を 約 １ ５ ０ ° ～ ４ ０ ０ ℃ 、 好 ま し く は ２ ５ ０ ℃ 程 度 に 加 熱 す る よ う ヒ ー タ ー （ ７ ）
が 設 け ら れ て い る 。 該 ヒ ー タ ー （ ７ ） と し て は 、 例 え ば 遠 赤 外 線 ヒ ー タ ー や 高 周 波 等 が 好
適 に 使 用 で き 、 複 数 個 の ヒ ー タ ー （ ７ ） を 反 射 板 （ ８ ） の 前 面 に 対 向 状 態 に 設 け 、 該 ヒ ー
タ ー （ ７ ） 間 を 通 過 す る ウ エ ー ハ （ ３ ） の 表 面 を 直 接 加 熱 で き る よ う に し て あ る 。 な お 、
該 ヒ ー タ ー （ ７ ） 間 の 間 隙 は 、 該 ヒ ー タ ー を 保 持 す る 上 記 ア ー ム （ ４ ） が 通 過 で き る 幅 で
あ り 、 ま た 該 ヒ ー タ ー に よ り チ ャ ン バ ー 内 温 度 は 約 ７ ０ ° ～ １ ５ ０ ℃ 、 好 ま し く は １ ０ ０
℃ 程 度 に な る よ う に 保 持 さ れ て い る 。 な お 、 チ ャ ン バ ー 内 を 加 温 す る ヒ ー タ ー と ウ エ ー ハ
を 加 熱 す る ヒ ー タ ー を 別 々 に 設 け て 、 独 立 し て 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 該 乾 燥 チ ャ ン バ ー （ ２ ） に は 、 該 チ ャ ン バ ー 内 を Ｎ 2雰 囲 気 に す る よ う Ｎ 2ガ ス 噴
出 ノ ズ ル （ ９ ） を 設 け て あ り 、 常 時 チ ャ ン バ ー 内 が Ｎ 2雰 囲 気 約 ７ ０ ％ 程 度 に し て あ る 。
な お 、 図 １ に 示 す よ う に 、 チ ャ ン バ ー （ ２ ） に は 、 ウ エ ー ハ を 搬 入 、 搬 出 す る た め の 開 口
部 （ １ ０ ） と 該 開 口 部 （ １ ０ ） を 開 閉 す る シ ャ ッ タ ー （ １ １ ） が 設 け ら れ て い る が 、 こ の
シ ャ ッ タ ー は 真 空 乾 燥 で 用 い る よ う な 厳 密 な 密 閉 構 造 で な く て も よ い 。 上 記 デ ィ ッ プ 槽 （
１ ） 側 に は 、 複 数 本 の 、 実 施 例 で は ４ 本 の 排 気 ダ ン パ ー （ １ ２ ） を 設 け て 排 気 す る よ う に
し て あ り 、 Ｎ 2雰 囲 気 が 上 記 の よ う に ７ ０ ％ 程 度 と な る よ う バ ラ ン ス さ せ て い る 。 排 気 ダ
ン パ ー （ １ ２ ） に よ る 排 気 量 は 、 例 え ば 、 全 体 で 毎 分 約 ０ ． １ ～ ０ ． ５ ｍ 3 程 度 、 好 ま し
く は 約 ０ ． ３ ～ ０ ． ４ ｍ 3 程 度 と す る と よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） の 直 上 に は 、 上 記 加 熱 に よ り オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 発 生 す る 水 蒸
気 の 上 昇 を 抑 え る よ う 水 蒸 気 凝 縮 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 該 凝 縮 手 段 は 、 適 宜 に 構 成 す る
こ と が で き 、 図 に 示 す 実 施 例 で は 上 記 ア ー ム （ ４ ） が 通 過 で き る 間 隔 を あ け て 対 向 状 態 に
設 け た 水 蒸 気 抑 え 板 （ １ ３ ） と 、 該 水 蒸 気 抑 え 板 （ １ ３ ） の 下 面 に 近 接 し て 冷 却 液 が 循 環
す る 冷 却 コ イ ル （ １ ４ ） を 設 け て あ る 。 該 冷 却 コ イ ル （ １ ４ ） に よ る 冷 却 温 度 は 、 発 生 す
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る 水 蒸 気 の 温 度 に よ り 適 宜 に 設 定 さ れ 、 実 施 例 の 場 合 に は 、 例 え ば 約 ３ ° ～ ８ ℃ 程 度 に す
る と 、 オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 発 生 す る 水 蒸 気 が 冷 却 コ イ ル （ １ ４ ） 方 向 に 引 き 寄 せ ら れ る
よ う に 流 れ 、 凝 縮 し て 下 方 に 滴 下 さ れ 、 乾 燥 チ ャ ン バ ー （ ２ ） 内 に 上 昇 し な い よ う に で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ り 、 洗 浄 用 ウ エ ー ハ 搬 送 ア ー ム （ 図 示 略 ） が ウ エ ー ハ を 保 持 し た ま ま 前
洗 浄 を 行 っ た 後 、 乾 燥 工 程 へ 移 行 し 、 該 搬 送 ア ー ム を 開 口 部 （ １ ０ ） か ら 乾 燥 チ ャ ン バ ー
（ ２ ） 内 に 挿 入 す る こ と に よ り ウ エ ー ハ （ ３ ） は 、 上 昇 位 置 に あ る 上 記 ア ー ム （ ４ ） に 移
載 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 開 口 部 （ １ ０ ） を シ ャ ッ タ ー （ １ １ ） で 閉 塞 し 、 該 ア ー ム （ ４ ）
を 降 下 す る こ と に よ り ウ エ ー ハ （ ３ ） は デ ィ ッ プ 槽 （ １ ） の 温 純 水 中 に 浸 漬 さ れ る 。 こ の
間 、 チ ャ ン バ ー 内 は 、 約 ７ ５ ° ～ １ ５ ０ ℃ 、 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ℃ 程 度 に 保 た れ 、 水 蒸 気
の 上 昇 は 上 記 水 蒸 気 凝 縮 手 段 で 抑 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 数 秒 後 に 、 上 記 ア ー ム は 引 き 上 げ 動 作 に 入 る 。 こ の 引 き 上 げ 速 度 は 、 ７ ～ ３ ０ 秒 当 り 、
好 ま し く は 約 １ ５ 秒 当 り １ ０ ０ ｍ ｍ 上 昇 す る 程 度 が 好 ま し い が 、 適 宜 可 変 で き る よ う に す
る と よ い 。 そ し て 、 オ ー バ ー フ ロ ー 水 面 か ら 約 ３ ０ ｍ ｍ 程 度 ウ エ ー ハ の 上 端 が 出 て き た 時
点 で 、 図 ３ に 示 す よ う に 上 記 ヒ ー タ ー （ ７ ） の 温 度 制 御 ス ィ ッ チ （ 図 示 略 ） を 切 り 換 え て
ヒ ー タ ー の 温 度 を 約 １ ５ ０ ° ～ ４ ０ ０ ℃ 、 好 ま し く は ２ ５ ０ ℃ 程 度 に 昇 温 さ せ る と 、 ウ エ
ー ハ （ ３ ） の 温 度 も 約 ２ ５ ０ ℃ 程 度 と な る 。 そ の 結 果 、 水 面 と ウ エ ー ハ 面 が そ の よ う な 高
温 に な る と 、 表 面 張 力 が 発 生 し 、 ウ エ ー ハ 表 面 の 温 純 水 が 分 離 さ れ な が ら ウ エ ー ハ は 引 き
上 げ 乾 燥 さ れ る 。 こ の 際 、 オ ー バ ー フ ロ ー 面 も 加 熱 さ れ る か ら 、 発 生 し た 水 蒸 気 が 乾 燥 チ
ャ ン バ ー 内 に 上 昇 し よ う と す る が 、 上 記 水 蒸 気 抑 え 板 （ １ ３ ） や 冷 却 コ イ ル （ １ ４ ） に よ
り 水 蒸 気 は 凝 縮 し て 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の よ う に 乾 燥 チ ャ ン バ ー （ ２ ） 内 は 、 水 蒸 気 の 流 入 が 抑 え ら れ 、 Ｎ 2雰 囲 気 ７ ０ ％
程 度 に な っ て い る の で 、 ウ エ ー ハ 表 面 に 自 然 酸 化 膜 が 発 生 す る こ と が な く 、 パ ー テ ィ ク ル
付 着 の な い 乾 燥 が 得 ら れ る 。 そ の 後 は 、 上 記 シ ャ ッ タ ー （ １ １ ） を 開 き 、 上 記 ア ー ム （ ４
） か ら ア ン ロ ー ダ ウ エ ー ハ 搬 送 機 （ 図 示 略 ） に よ り ウ エ ー ハ を 取 り 出 せ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 ア ー ム を 示 し 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、 （ Ｂ ） は 正 面 図 。
【 図 ３ 】 ウ エ ー ハ が オ ー バ ー フ ロ ー 面 か ら 上 昇 し た 状 態 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 １ 　 　 デ ィ ッ プ 槽
　 　 ２ 　 　 乾 燥 チ ャ ン バ ー
　 　 ３ 　 　 ウ エ ー ハ
　 　 ４ 　 　 ア ー ム
　 　 ７ 　 　 ヒ ー タ ー
　 　 ９ 　 　 Ｎ 2ガ ス 噴 出 ノ ズ ル
　 １ ３ 　 　 水 蒸 気 抑 え 板
　 １ ４ 　 　 冷 却 コ イ ル
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